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1． 問題の所在
　東北、特に岩手県には、「郷土芸能の宝庫」と
呼ばれるほど、各地に郷土芸能が存在している。
東日本大震災を機に、東北は今まで以上にさまざ
まな問題に向き合うこととなったが、特に三陸沿
岸の人びとにとって、祭りや芸能は地域の、心の
よりどころとしてとらえられ、地域コミュニティ
の再建に欠かせないもののひとつであることが指
摘されてきた（橋本，2012）。
　島添（2012）は、地域社会の危機は常にあるとし、
郷土芸能が地域社会の現状をはかる指標のひとつ
として実感できると指摘する。この立場をふまえ
れば、郷土芸能の将来を考えることは、地域社会
の未来を考えることにつながる。一方、郷土芸能
に関する先行研究の多くは、郷土芸能が行われて
いる地域のみに限定して展開されている（澁谷，
2002、丸尾，2010）。筆者が幼少期からかかわり
続けてきた岩手県岩泉町小本地区中野集落に伝わ
る「中野七頭舞」は、地元である小本地区で受け
継がれつつ、地区内の学校教育に伝承システムを
組み込み、岩手県外の郷土芸能愛好者たちへ積極
的に門戸を開くことにより、各地の郷土芸能が担
い手の確保に苦労する中で、近年、公演数を伸ば
している。中野七頭舞に関する先行研究には、西
（2001）と島崎（2006）があり、とくに学校教育に
おける伝承システムに着目した研究が行われてき
た。しかしこれらの先行研究は、分析の対象を小
本地区に居住する関係者に限定しており、地域外
から集う地元出身者や愛好者によって中野七頭舞
が支えられているという側面が捨象されている。
　なぜ、中野七頭舞が地域を越えたネットワーク
を構築できるようになったのか、地域を越えた郷
土芸能への愛着は、どのようにして育まれている
のだろうか。
　この問いを出発点に、本稿では、岩泉町小本地
区において伝承される中野七頭舞と、主に首都圏
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舞が取り組まれている。中野七頭舞は多様な担い手によって構成されており、こうした
地域内外のネットワークが、地域コミュニティの維持や東日本大震災発生からの復興支
援に機能したことを明らかにした。
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を拠点に中野七頭舞に取り組む愛好者グループの
活動に着目し、その展開過程と相互関係を明らか
にする。
　はじめに中野七頭舞の概要と経過について確認
した上で（第 2節）、小本地区の内外で中野七頭
舞に取り組む団体・集団について説明する（第 3
節）。次いで、近年の中野七頭舞の地域内外にお
ける展開過程について事実経過や中野七頭舞にか
かわる人びとの意識を明らかにし（第 4節）、中
野七頭舞を支える多様な担い手の成立要因につい
て検討する（第 5節）。最後に、東日本大震災に
直面した小本地区と中野七頭舞に対する支援の形
成過程の把握を行い（第 6節）、地域における郷
土芸能の役割と今後の可能性について考察する
（第 7節）。
　本稿には、筆者が実施した文献調査、聞き取り
調査、アンケート調査から得たデータに加え、筆
者が所属する中野七頭舞保存会での、当事者とし
ての経験や、参与観察によって得られた情報を用
いる。
2． 中野七頭舞の概要
　岩手県岩泉町小本地区（人口1764人、677世帯：
2013 年 1 月現在）には、集落ごとに異なる郷土
芸能がある。中野集落に「中野七頭舞」、中島集
落に「中島七ツ舞」、中里集落に「中里七ツ舞」、
大牛内集落に「大牛内七ツ舞」、小本集落に「小
本さんさ」が、それぞれ伝承されている。地区で
唯一の小学校である小本小学校では、毎年の「七
頭舞発表会」が 2013 年 2 月で 35 回目を迎えた。
この発表会では、中野七頭舞、中島七ツ舞、中里
七ツ舞、大牛内七ツ舞を各集落の児童が発表した。
小本中学校の体育祭や、「鮭まつり」（現：おもと
青空市）では、小本さんさが披露されている。
　三陸鉄道・小本駅前には、「七頭舞の里小本」
と大きく書かれた看板が建てられており（写真
1）、小本集落と中野集落をつなぐ小本橋には、橋
の入口に中野七頭舞のイラストが飾られている
（写真 2）。岩泉町中心部には、大きな中野七頭舞
の壁画が掲げられている。中野七頭舞の創始者は、
天保時代、地区内で「神楽太夫」と呼ばれた工藤
喜太郎とされている（中野七頭舞保存会結成 20
周年記念実行委員会，1997）。中野七頭舞は神楽
舞の一部で、「シットギジシ」という演目を基に
した喜太郎の独創的なものである。シットギジシ
とは、神楽巡業団が各集落の宿に宿泊する際に踊
られるものであり、宿である家に入る時に必ず行
う「舞い込み」のひとつである。シットギジシの
際は、神楽衆全員が、宿の庭で輪になり、各々の
道具を持ちながら 2人 1組で踊ったとされる。現
在の中野七頭舞も、輪になりながら全員で演じる
場面があり、シットギジシがルーツになっている
ことが示唆される。
　中野七頭舞は、中野集落に生きる農民の様子を
表している。そのため、道具や舞いの種類は、農
民のエネルギーや、収穫の喜びを表す構成となっ
ている。
　道具の種類は、先打ち、谷地払い、薙刀、太刀、写真 1　三陸鉄道小本駅前の様子
写真 2　小本橋の入口（中野集落側）
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杵、小鳥、ササラスリの 7種類であり、この他に
お囃子として太鼓、笛、鉦がある。それぞれ 2～
3 人に、先達 1人、花もらい 1人が加わる。舞い
の種類は 7種類あるが、公演場所や時間によって
変更し、現在ではすべての舞いを披露することは
少ない。とくに中野七頭舞保存会では、公演など
で 7種類目の道具納めを踊ることは稀である。人
数に関して、基本は 2人 1 組の計 14 人で踊られ
るが、公演に参加することのできる人数や会場の
広さにあわせて、臨機応変に演舞されている。
3． 中野七頭舞を舞う人びと
　現在、中野七頭舞に取り組む人びとの集団は、
小本地区内外の 3つの集団に大別できる。
　中野七頭舞を中心となって伝承しているのは、
「中野七頭舞保存会」（以下、「保存会」）である。
　戦前にも保存会は存在していたが、会は一時休
眠状態にあり、現在の保存会が結成されたのは
1976 年である。保存会のメンバーは、すべて岩
泉町立小本小学校の卒業生である。メンバーの居
住地域は、中野、小本、茂師、小成とさまざまで
ある。
　現在の保存会が 1976 年に結成されたきっかけ
は、中野集落の白山神社例大祭で約 60 年ぶりに
神輿行列が行われることが決定したことによる。
中野白山神社の前にある御神木が老木になったた
め、伐採することになり、その御神木で御神輿を
新調することになった。また、同年、小本地区住
民の念願で「幻の鉄道」（岩泉民間伝承研究会，
1985）とさえ呼ばれていた三陸鉄道の建設が本格
的に開始され、地域の祭をさらに盛り上げようと
いうねらいで、中野七頭舞が泰納されることに決
まったのである。
　しかし、旧保存会の流れをくみ、中野七頭舞を
伝承していた集落の青年会は、すでに自然消滅し
ていた。そこで、当時の若者が集まっていた消防
団のメンバーが中心となり、祭の 1ヶ月程前から
練習を開始した。全員が小本小学校の卒業生であ
り、幼少期から中野七頭舞の演舞を見て、踊り方
はわかっていたが、当時の中心メンバーであった
A氏は、「これまでの踊りはそれぞれ勝手に踊り、
手足・腰・目の使い方がバラバラでしたが、みん
なが心を合わせて踊るチャンスだと思った」と語
る（岩泉民間伝承研究会，1985）。この祭を機に、
保存会は再発足した。
　中野七頭舞は、小本地区の学校教育で、地区の
郷土芸能のひとつとして、採り入れられている。
1977 年、市町村間の教員人事交流の一環で、B
氏が北上市から小本小学校に赴任すると、翌年「民
舞クラブ」が設立された。B氏は小本小学校への
赴任早々、中野白山神社例大祭で中野七頭舞を目
にし、この芸能を教育に採り入れたいと意欲を
もった。民舞クラブへの指導には、保存会メンバー
が関与し、毎年 2月に「七頭舞発表会」を開催し
ている。このとりくみは、学校教育に郷土芸能を
採り入れた一例として注目されている。ただ、近
年では小本地区の児童数の減少により、すべての
道具やお囃子を児童のみで演じることが難しい学
年もある。
　現在の保存会には、小本小学校の卒業生が数多
く参加している。保存会が 1976 年に再結成した
当初からのメンバーで、現在も活動しているのは
2名のみであり、その他は地区の「愛護少年団」
に参加する中学生から高校生、そして保存会メン
バーである大学生から社会人で構成されている。
その全員が、小本小学校の卒業生である。
　1981 年には、小本小学校の活動をきっかけに、
保存会、B氏と「東京民族舞踊教育研究会」との
つながりが生まれる。同会は、主に教員で組織さ
れ、日本各地の舞いを学校教育の中に採り入れて
きた団体である。関東の学校で中野七頭舞が取り
組まれるようになったのをはじめに、現在では北
海道、東北、関東、関西などの民族舞踊研究会や
民族歌舞団、大学内の民俗芸能サークルなどでも
取り組まれるようになり、中野七頭舞は県外への
広がりを見せている。地元岩泉町小本地区の出身
者で、進学や就職で岩手県を離れた後も、他県で
活動している中野七頭舞のサークルなどに参加す
る人も少なくない。
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4． 中野七頭舞の地域内外における展開
　本節では、中野七頭舞の伝承と普及に取り組ん
でいる集団に着目し、現在に至る、中野七頭舞の
地域内外における展開過程について説明しよう。
4-1．地域コミュニティにおける伝承
　前節でみたように、「中野七頭舞保存会」は
1976年3月に結成された。小本地区中野集落では、
以前から中野七頭舞が踊られていたが、絶えるこ
となく踊られてきたのではなく、多くの郷土芸能
がそうであるように、中野七頭舞にもいくつかの
時代の「波」があった。
　中野白山神社例大祭での約 60 年ぶりの神輿行
列に、中野七頭舞を奉納することがきっかけとな
り、集落内で唯一、若者が多数集っていた消防団
を母体に中野七頭舞保存会が結成された。初代の
保存会会長は消防団長でもあったC氏が務めた。
その後、中野白山神社例大祭では、毎年欠かすこ
となく中野七頭舞が奉納されている。中野白山神
社に奉納した後、中野集落内のさまざまな場所で
踊り、練り歩く。保存会が結成された 1976 年か
ら現在まで、例大祭で舞いが奉納されなかったの
は、東日本大震災が発生した 2011 年のみである。
　中野七頭舞保存会の現在の主要な活動は 3つあ
る。第 1に、さまざまな団体から依頼され、中野
七頭舞を披露する「公演」、第 2に、小本小学校
をはじめとした中野七頭舞の「指導」、第 3に、
地域外で中野七頭舞に取り組む団体への「講習」
である。
（1）町内外での公演
　筆者がとりまとめた、保存会のこれまでの活動
記録によれば、多い年で年間 40 回ほどの公演を
実施している。これは、ほぼ毎週末、どこかで公
演していることになる。図 1は、保存会結成当初
からの公演数の推移である。
　結成当初は町外での公演はほとんどなく、地元
の祭やアトラクションに出演することが多く、公
演場所としては岩泉町内が主であった。結成当初
は少なかった町外での公演が増え始めるのは、
1980 年代中盤以降である。
　「北上みちのく芸能まつり」は、県内外のさま
ざまな郷土芸能が集まり披露されるもので、中野
七頭舞保存会の初出演は 1978 年のことであった。
以後、1984 年、1986 年を除き、現在まで継続し
て出演している。出演のきっかけは、小本小学
校に赴任していたB氏の出身が北上市であり、B
氏の紹介によるものが大きかった。
　当時の北上みちのく芸能まつりは、発足して間
もない中野七頭舞保存会にとって、「国立劇場で
演舞するに匹敵する」ほどの存在だった1）。当時、
「中野白山神社例大祭」「龍泉洞まつり」「岩泉町
郷土芸能祭」に出演する機会はあったが、年に 3
回演舞する機会があれば「良い方だ」とされ、保
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図 1　中野七頭舞の公演回数の推移（作成：筆者）
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存会メンバーには「町外でも踊ってみたい」とい
う渇望感があったという。大きな祭の中で不安も
ありながら、踊り終えたときの大声援と拍手から、
自分たちの芸能に対しての自信を得るきっかけに
なったという。
　これ以後、県内での公演依頼が多くなる。また、
前述の「東京民族舞踊教育研究会」との接点がで
きたことによって、県外での公演も年間数件なが
ら、徐々に増加していった。
　町内では、結婚披露宴などの祝いの場で演舞す
る機会が多いのも特徴的である。保存会メンバー、
小本地区、中野七頭舞に縁がある人びとの結婚披
露宴などで中野七頭舞が踊られている。中野七頭
舞は、家内安全、五穀豊穣、大漁祈願など縁起の
よい舞いとして、さまざまな祝いの席で披露され
ている。
　次に、公演を担う保存会メンバーについて説明
しよう。保存会メンバーは、町職員や漁師、岩泉
町近郊での勤務など、岩泉町周辺で働く人が多い。
メンバーそれぞれが、仕事と家庭と中野七頭舞の
活動を両立させているからこそ、保存会の活動が
続いてきたといえる。中野七頭舞を続けていくに
あたって、職場と家庭の理解は必要不可欠である。
仕事や家の事情で公演には参加することができな
い場合にも、保存会メンバーの担う役割は豊富で
あり、第一線で活動できない人びとも裏方にまわ
るケースがある。
　保存会には、実際に演舞するメンバーだけでな
く、家族、子どもたちを連れて一緒に参加でき、
それを推奨する雰囲気が作られている。そうする
ことで、子どもたちは親が演舞している姿を目に
し、小学生になる前から中野七頭舞に触れること
ができる。また、メンバーと結婚して新たに中野
七頭舞に接するようになった人は、日常的に保存
会の活動に接することによって、着付けや演舞の
補助など、中野七頭舞を裏で支える人になってい
くのである。
　中野七頭舞保存会の特徴に、「地区に戻る人、
帰ってくる人」が多い、という点がある。就職や
進学などで小本地区を離れたとしても、各地で行
われる公演のために地区にわざわざ戻り、参加す
る人が多い。また、進学などで小本地区を離れ、
中野七頭舞から遠ざかったとしても、社会人にな
り小本地区へ戻り、あらためて保存会活動に加わ
る人がいる。
（2）小本小学校における指導
　地区外に暮らす地区出身者が、中野七頭舞の公
演のために、わざわざ休日を使って小本地区に
戻ってくる――こうした郷土芸能への愛着は、ど
のように育まれているのだろうか。
　小本地区中野集落の子どもたちは、小本小学校
に通学している。小本小学校が「民舞クラブ」を
設立し、中野七頭舞に取り組むようになったのは、
1978 年からである。きっかけを作ったのは、前
出の B氏（小本小学校教員、当時）と中野七頭
舞との出会いからだった。
　1978 年 11 月に小本小学校民舞クラブが結成さ
れ、翌年の 2月に七頭舞発表会が開催された。指
導役は、中野七頭舞保存会のメンバーが務めた。
当初は、民舞クラブのみが中野七頭舞に取り組ん
でいたが、現在は、小本小学校の全校行事となり、
4年生から 6年生が七頭舞（七ツ舞）に取り組み、
1年生から 3年生は、七頭舞を「見て育つ」とい
う環境が形成されている。
　ここで、全校児童が取り組むようになった小本
小学校での、七頭舞の伝承のしくみについて説明
しよう。
　小本小学校では、児童の住むそれぞれの集落で
伝承されている芸能に取り組む。具体的には、中
野、小本、茂師、小成の各集落に住む児童が「中
野七頭舞」を伝承し、中島集落に住む児童は「中
島七ツ舞」、中里集落では「中里七ツ舞」、小本小
学校大牛内分校の児童は「大牛内七ツ舞」を伝承
している。
　民舞クラブが結成された当初、小本小学校区は
大きく分けると小本、中野、茂師の 3つの集落で
構成されていた。後に小学校の統廃合があり、ま
た東日本大震災の影響によって、現在の小本小学
校（仮設校舎）には、小本、中野、茂師、小成、
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中島、中里、大牛内の 7つの集落から児童が通っ
ている。1979 年 2 月の第 1 回七頭舞発表会を終
えて、徐々に地域の理解が得られ、全校児童が取
り組む行事となり、1995 年の学校統合以後は中
野七頭舞以外の七ツ舞も伝承の対象となった。各
集落の芸能を統合することはせず、各集落で育っ
てきた児童に、その集落の芸能に取り組むシステ
ムを作り上げてきたことは、特徴的である。同じ
学校において複数の集落の芸能が伝承されること
については、児童たちはお互いの芸能を否定する
ことはせず、むしろ自分たち以外の地区の芸能に
も興味を持ち、認め合うようになるという。
　小本小学校における指導の体制はどのように整
えられているのだろうか。公立小学校では、教員
は数年で転勤を繰り返す。このため、一般的に
は、核となる教員の転勤によって、指導の体制が
維持されないケースが少なくない。小本小学校で
は、教員が児童に舞いやお囃子を指導することは
なく、各集落の保存会メンバーが小学校へ出向き
指導を行い、日常的には上級生が下級生を指導す
るしくみが確立している。このため、教員は、舞
いやお囃子を指導するよりも、授業の調整、各集
落の保存会とのスケジュール・指導確認、道具の
振り分けなど、コーディネーターとしての役割を
果たす場面が多い。
　小本小学校でもっとも古くから取り組まれてい
る中野七頭舞の場合には、5～6 年生が 4 年生へ
指導2）をし、保存会が仕事の合間を縫って児童た
ちへ指導する。各道具が振り分けられた児童は、
その道具に責任を持って踊り、お囃子まで児童で
すべて成り立たせている。毎年 2月に行われる七
頭舞発表会までには、ひと通りの舞いを踊れるよ
うになっており、お囃子を担当する児童たちも、
三拍子合わせて演奏できるようになっているので
ある。このように、小本小学校における中野七頭
舞の伝承は、保存会と学校との連携のうえに成り
立っている。
　小本小学校、小本小学校大牛内分校を卒業した
児童は、小本中学校へ入学する。地区では、中学
生は、「愛護少年団」と呼ばれる組織に加入し、
保存会と活動を共に、さまざまな公演に出向くこ
とになる。
　また、2004 年の第 4 回全国中学校総合文化祭
沖縄大会への出場をきっかけに、「小本中学校中
野七頭舞同好会」が結成された。この同好会は、
希望者を募り、自分たちで練習をしながら保存会
から指導を受け、舞いやお囃子の技術、礼儀など
を学ぶ。時には公演を依頼されることもあり、中
学生のメンバーのみで公演をすることもある。保
存会と一緒に活動する中では、大ホールでの公演
やテレビ番組の取材など、中学生ではなかなか経
験できないようなステージを経験し、公演・舞台
に慣れていくのである。
　東日本大震災前まで、毎年夏に現地講習会とし
て小本地区で行われてきた「東京民舞研中野七頭
舞講習会」（次見出し参照）や、大学サークル、
一般団体への講習会では、中心となる指導者の補
助として、中学生も指導を行う。中学生は、この
ような場で、地域外で中野七頭舞に取り組む人び
とと出会い、時間を共にする。これによって、中
野七頭舞の広がりや、自らが過ごしてきた地区と
は異なる地域社会や考え方を、初めて体感するの
である。教えることの難しさを知ると同時に、指
導者としての立場を経験することによって、中野
七頭舞の教え方を学ぶ機会にもなっているのであ
る。
（3） 地域外の人びとに対する講習
　1981 年、中野七頭舞保存会が、小本小学校で
中野七頭舞を教える様子がメディアで報道された
ことをきっかけに、東京民族舞踊教育研究会のD
氏が小本地区を訪れた。D氏が小本地区を訪れた
約 3週間後には、小本農村婦人の家（現・中野交
流館）で「東京民舞研中野七頭舞講習会」が開催
され、県外の人びとに初めて中野七頭舞の指導が
なされた。以後、東京民族舞踊教育研究会の講習
会は毎年のように開催されている。1983 年から
は、宮城教育大学民族芸能研究会「びっきぃ」も
講習会のために小本地区を訪れるようになった。
　講習会は、土日や連休にあわせて行うことが多
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く、練習場所は小本小学校や小本中学校、中野交
流館（旧・小本農村婦人の家）で行われることが
多かった。2日間の講習会の場合、午前中から夕
方にかけて初日の講習を行い、小本地区の民宿や
温泉で汗を流したあと、受講者と保存会メンバー
との会食・交流会が始まる。その場では、小本地
区の新鮮な海の幸や郷土料理を食すことになる。
受講者のほとんどは、民族舞踊サークルや研究会
のメンバーであるため、交流会でさまざまな地域
の芸能を披露したり、中野七頭舞を踊ったり、非
常に盛り上がる場となる。東京民舞研中野七頭舞
講習会は、講習会の中でも最大規模であり、小本
地区に毎回 100 名ほどの受講者が訪れる。多くが
首都圏や北海道からの参加者であり、普段は身近
に感じることのない小本地区の自然や海を背景
に、中野七頭舞に取り組むのである。
　東京民舞研中野七頭舞講習会を例にすると、講
習会は、初級コース、中級・上級コースに分かれ
て行われる。初級コースは「輪踊り」全般、「横バネ」
という演目から指導される。すべての道具の基本
となる「太刀」の舞い方を全員が練習する。道具
の持ち方からはじまり、目線の向き、腰の下ろし
方など、細かい部分にまで気を配り、基本動作を
身に付けたうえで、ようやく舞いの練習に入れる
のである。中級・上級コースは、受講者が道具を
それぞれ希望し、最初の演目から最後の演目まで
ひと通り指導を受ける。比較的難しいとされる「道
具取り」（写真 3）という演目の指導も行われ、
講習会の最後には、集大成として発表会を行う。
　むろん、短期間の合宿ですぐに覚えられる芸能
でもなければ、すぐに上達するものでもない。受
講者は、講習会に何度も参加し続ける人が多い。
　保存会メンバーは受講者に対して、保存会から
直接指導を受けることが一番良いということを常
に伝えている。なぜなら、保存会の講習を受けた
教員が、各地の学校で児童・生徒へ中野七頭舞を
指導しているが、時が経つにつれ、少しずつ舞い
が変わり、ビデオにたとえれば「ダビングのダビ
ング」といったように質の低下が生じているため
である3）。
4-2．首都圏で踊られる中野七頭舞
　現在、中野七頭舞は首都圏を中心に北海道や広
島など、数として把握できないほど多くの学校や
サークル、研究会などで取り組まれている。
　中野七頭舞が岩手を飛び出し県外で取り組まれ
るきっかけをつくった東京民族舞踊教育研究会の
D氏は、1980 年、同研究会の研究部長になった。
D氏は、都会の児童・生徒が打ち込める郷土芸能
を探し、秋田県内の劇団などを訪問していた。そ
のおりに、小本小学校の児童が中野七頭舞の伝承
活動に取り組んでいるという『岩手日報』の報道
を見て、岩泉町を訪れた4）。前項で述べた中野七
頭舞講習会は、年を重ねるごとに、東京民舞研関
係者や様々な団体、サークルの人びとが参加する
ようになり、多くの人びとが小本地区を訪れる夏
の一大イベントとなっている。
　なぜ、小本地区の芸能が、これほどまでに取り
組まれるようになったのか。出身地でもなけれ
ば、訪れたこともない首都圏の人びとが、遠く離
れた岩手の芸能を、最初に目にしたのはどのよう
なきっかけだったのだろうか。大都市圏に暮らし
ながら、中野七頭舞をきっかけにつながった人び
とは、どのような思いで中野七頭舞、保存会、そ
して小本地区を見ているのだろうか。
　本項では、首都圏で中野七頭舞に取り組む団体
のひとつである「一の会」の協力を得て実施した
調査の結果を詳述することによって、これらの問
いに答えてみよう。
写真 3　道具取り（神様より道具を借りる儀式）
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（1）調査の概要
　「一の会」は、首都圏で中野七頭舞に取り組む
愛好者によって組織されたグループである。
　筆者は、「一の会」に集う愛好者に対して、「中
野七頭舞の魅力に関する調査」と題して調査を実
施した。調査方法は、8種の設問からなる調査票
を作成し、2012 年 9 月 30 日に小平市民総合体育
館にて開催された「一の会」の定期練習会で配布
を開始した。回答者が、調査票に回答を自ら書き
込む自記式調査形式を採用し、27 名から回答を
得た。なお、調査票の配布と回収には「一の会」
の協力を得、2012年 11月 7日まで回収を行った。
　調査項目は以下のとおりである。
①中野七頭舞に最初に触れたきっかけ
②中野七頭舞に取り組んだきっかけ
③練習会や公演への参加頻度、岩手への訪問経験
④中野七頭舞を続けている理由
⑤中野七頭舞を続けていることの自己評価
⑥中野七頭舞の魅力についての考え
⑦中野七頭舞への思い（自由記入）
⑧回答者の属性（性別・年齢・出身地・居住地）
　回答者の属性について、あらかじめ述べておこ
う。27 名の回答者のうち、男性は 10 名（37%）、
女性は 17 名（63%）であった。年齢別には、20
代が 4 名（14.8%）、30 代が 11 名（40.7%）、40
代 が 4 名（14.8%）、50 代 が 3 名（11.1%）、60
代以上が 5名（18.5%）であった。
　回答者の出身地は、東京都が 12 名（44.4%）
ともっとも多く、千葉県が3名（11.1%）、新潟県、
群馬県、神奈川県が 2名ずつ、北海道、山形県、
茨城県、埼玉県、愛知県が 1名ずつであった。現
在の居住地は、東京都が 16 名（59.3%）のほか、
千葉県、神奈川県が 4名ずつ、埼玉県が 2名、茨
城県が 1名であった。
　次見出しから、調査で得られたデータを集計、
分析した結果に基づいて、論点ごとに説明を進め
る。
（2）首都圏における中野七頭舞の広がり
　首都圏には、運動会などの学校行事で中野七頭
舞に取り組む学校があり、その数は東京民族舞踊
教育研究会（以下、「東京民舞研」）の長年の活動
を通じて、増加している。その影響か、小学校か
ら高校までの間に中野七頭舞に触れてきた人びと
が多くなっている。
　本調査では、「中野七頭舞に最初に触れたきっ
かけ」を聞いたところ、「中学 2年生の頃、友人
と見学に行った部活で」（20 代、女性）、「小学校
4年生の時、小学校で踊ったのが最初」（30 代、
女性）、「中学生の頃、踊りの会に参加した」（20代、
女性）、「息子が小学校に入学した年の運動会で七
頭舞との出会いがあった」（40 代、女性）、「小学
校四年の時に授業で踊りました」（30 代、男性）、
「高校のときのクラブ活動」（30 代、女性）、「小
学校 5，6年生の時に学級でおどっていた」（40 代、
男性）、というように、小学校～高等学校の行事
やクラブ活動を通じて、中野七頭舞に初めて触れ
たという回答者が 7名（25.9%）いた。このほか、
大学の和太鼓・民舞サークル活動で中野七頭舞に
初めて触れた回答者も、7名（25.9%）あった。
　首都圏で行われる中野七頭舞の練習会に参加し
ているのは教員の割合が多い。本調査でも、職場
（教育現場）で中野七頭舞が踊られていて、興味
を持ったという回答者が数多くいた。東京民舞研
を軸として、保存会が首都圏の人びとに中野七頭
舞を指導するようになってから 31 年が過ぎよう
としている。この 30 余年の成果から、学校では、
中野七頭舞に取り組むことが恒例行事となってい
るところがある。また、学校で中野七頭舞を教材
に採り入れようと、「一の会」の練習には、教員
たちが新たに参加することがある。中には、小学
校在学時に中野七頭舞に触れ、大学を卒業して教
員になり、子どもたちに中野七頭舞を教えている
という人もいた（30 代、女性）。学校の運動会で
子どもたちが中野七頭舞に取り組み、それを見た
親たちが取り組んでみようとなったケースもあっ
た（40 代、女性）。
　首都圏に住む人びとが中野七頭舞に出合うきっ
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かけは、小本地区の人びとが舞う中野七頭舞では
なく、首都圏で中野七頭舞に取り組んできた団体
や学校の公演・行事を通じてであることがわか
る。本調査では、保存会が演舞している場面が中
野七頭舞との最初の出合いだったという人は 1人
もいなかった。
　現在、首都圏で中野七頭舞に取り組む団体は
13 程度あるとされている5）。人びとの輪が広がる
ことにより、自らが所属する団体の練習だけでな
く、さまざまな団体のメンバーが共同で練習した
り、公演をすることがある。中野七頭舞に取り組
んでいることをきっかけに、人びとがつながり、
協力しあう場面が頻繁にあるようだ。
　「練習会や公演への参加頻度」という調査項目
については、20 名（74%）の回答者が、月に最
低1回は、練習会に参加していることがわかった。
うち半数以上が、月に 2～3 回以上、練習会に参
加していた。「一の会」の定期練習会は、毎月 1
回を原則としているため、多くの人が、「一の会」
以外に、中野七頭舞に取り組むグループで活動を
行っていることがわかる。中には、「各サークル
は月 1回の練習会ですが、毎週どこかのサークル
が練習会をやっていますので、毎月 10 回以上練
習会に参加しています」（60 代、女性）という熱
心な愛好者もいた。
　しかし、サークルや愛好者団体という性格上、
人の集まりに左右される側面もある。モチベー
ションが低くなったり、公演の機会が減ったりす
れば、中野七頭舞から退く人もいる。ひとつの大
きな団体が取り組んでいるわけではなく、いくつ
もの民舞サークル、団体、研究会が中野七頭舞に
取り組んでいる。述べたように、人数が揃わず、
不足している道具やお囃子があった場合に、他の
団体のメンバーを「助っ人」として招き、一緒に
公演することが可能になっている反面、日々の練
習では、人数が集まらず悩みを持っている団体も
あるようだ。本調査でも、「公演を依頼される回
数が増え大変嬉しいのですが、お囃子のできる人
がまだ、少ないことです。舞手は増えてきて、な
んとか七つの道具をそろえることができるのです
が、太鼓も笛も鉦も一定の修練が必要なのですぐ
にはできません」という悩みが寄せられた（60 代、
女性）。
　また、太鼓や笛、鉦の音が気がねなく出せ、20
人前後が踊れるスペースの確保が悩みの種になっ
ているという意見も、複数寄せられた。小本地区
では、日中、夜に関わらず、お囃子の音が気がね
なく出せる環境が整っており、地域住民が認めて
いる環境がある。首都圏では、それが難しいようだ。
（3）首都圏の人びとが考える中野七頭舞の魅力
　中野七頭舞に魅了され、熱心な人ほど、何度も
岩手や小本地区に足を運び、通い続けている。中
野七頭舞発祥の地である中野白山神社例大祭や、
震災前までは恒例となっていた現地講習会に参加
するためだ。本調査の回答者 27 名のうち、3 分
の 2 にあたる 18 名が、中野七頭舞の講習会や、
保存会が出演するみちのく芸能まつりなどの催事
のために、小本地区や岩手県を訪れた経験があっ
た。遠く離れた小本地区の中野七頭舞に、どのよ
うな魅力を感じ、力を注いできたのだろうか。
　「中野七頭舞の魅力についての考え」に対する
回答からは、「見ためのあざやかさ、美しさ、かっ
こよさ」（30 代、女性）、「躍動感のある踊り」（30
代、女性）、「おはやしの音やリズム、踊り、衣装、
すべてが、はなやか」（30 代、女性）、「踊りの華
麗さとお囃子の歯切れの良さ」（60 代、男性）、「力
強い動き、衣装と道具、動きの多様性、踊り（道
具）にストーリーがあること、人を感動させられ
る」（40 代、男性）、など、舞いやお囃子に魅力
があるということが真っ先に挙げられる。装束の
鮮やかさ、道具が複数あることのおもしろさ、お
囃子の歯切れの良さ、全員がひとつになって踊っ
ているという一体感、動きの多様性などを感じ、
人びとは中野七頭舞に魅了されている。また、「こ
れで完璧 !!という事がない。毎回勉強になります。
踊りが難しいのでその分やりがいがある」（40 代、
女性）、「深めようと思えば思うほど、答えがない」
（30 代、女性）、「終わりのない技の奥深さ」（30 代、
男性）といったように、一度覚えたらそこで完璧
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ということではなく、「もっとできるようになり
たい」という向上する心が、魅力に支えられてい
ることがわかる。舞いやお囃子は、簡単には身に
付かないが、それが奥深いおもしろさとなって人
びとを魅了しているようだ。
　しかし、中野七頭舞の魅力は、舞いそのものの
魅力だけではない。演舞する楽しさだけでなく、
保存会の中野七頭舞を愛する気持ちや小本への郷
土愛、人間性に惹かれて集う人が多い。「中野七
頭舞の魅力についての考え」に対する回答には、
「保存会の方たちの地元愛」（30 代、女性）、「小
本がいい所」（30 代、女性）、「保存会のふところ
の深さ」（30 代、男性）、といった回答も数多く
見られた。
　この魅力のよりどころは、中野七頭舞保存会や
小本地区にとどまらない。各地で中野七頭舞に取
り組むグループに集う人びとも、魅力の源となっ
ていることがわかる。たとえば、「係わっている
人が多く、いろんな人に出会えること」（60 代、
男性）、「初めて会った人とでも、七頭舞を知って
いれば一緒に踊れて一気に親近感がわく、あの感
覚」（20 代、女性）、「七頭舞は、公演の時に初め
て会った人同士でもいっしょに踊れてしまうこと
にも良さがあります。その良さから、人の輪がほ
んとに大きく広がりました」（40 代、男性）、な
どの回答がそれを表現している。中野七頭舞を通
して広がる人間関係、輪の広がり、出会いが楽し
いと感じ、そして中野七頭舞を支える保存会の存
在に魅力を感じ、これまで継続して取り組むこと
ができているようだ。「七頭舞のまわりに集まる
人たち。踊る人、見る人、支える人たちが魅力で
あり、それを集めることができるのがまた七頭舞
の魅力なのだと思う」（20代、女性）という回答が、
地域を越えて、中野七頭舞に取り組む人びとの魅
力を象徴している。そのような人びとを集めるこ
とができるのが、中野七頭舞の魅力ともいえるの
ではないだろうか。
　首都圏で中野七頭舞に取り組む人びとには、近
年、岩手へ移住した人もいる。F氏は、大学を卒
業し、東京の会社に勤務していたが、さまざまな
郷土芸能関係者とのつながりがあり、岩手への移
住を決意したという。中野七頭舞の活動には、公
演や講習会などに頻繁に参加している。F氏は、
自分が「（小本地区の）外の人間」だという認識
をもち、保存会と一緒に「演舞させてもらってい
る」という気持ちを忘れないという6）。保存会の
活動として講習会にも参加するが、その場でも、
「教える」という姿勢はとらず、保存会から教わっ
たことを「伝える」という意識を必ず忘れないよ
う心がけて活動している。
　このように、保存会と同じように、熱意を持ち
ながら中野七頭舞に取り組んでいる人びとが、岩
手県沿岸の小さなまちから遠く離れた首都圏に存
在しているのである。
（4）中野七頭舞の「真正性」をめぐる葛藤
　中野七頭舞に触れ、取り組むことがなければ、
東北や岩手に親しみを持つ人も少なかったのでは
ないだろうか。実際に、中野七頭舞を続けてきた
ことにより、東北の文化に触れた、岩手に親しみ
を持てた、という意見が出ている。首都圏で中野
七頭舞に取り組む人びとにとって、中野七頭舞保
存会は、特別な存在になっている。
　中野七頭舞の魅力に関する設問に対しても、「保
存会の存在が大きいと思います。小本の講習会で
直接教えてもらえることが一番うれしかったで
す。『あの人のように踊りたい…』と目標にして
頑張れたのは、保存会の皆さんと話して教えても
らい、踊る姿もしっかり目に焼き付けてきたから
だと思います。」（60 代、女性）「七頭舞を通して、
たくさんの人と出会ったこと。保存会といっしょ
に、太鼓をたたかせてもらえること。何たる光栄
なことでしょう」（30 代、男性）という意見に代
表されるように、保存会と一緒に練習できる、ま
たは指導してもらえるという機会が、首都圏で取
り組む人びとにとって、特別で大切なものになっ
ているようだ。中には、公演ができるレベルにな
り、保存会と一緒に出演できる機会を得る人も出
てきている。
　保存会が、地域外の人びとに対して講習会に取
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り組む理由のひとつには、中野七頭舞に興味を持
ち、訪れる人びとに対して、いわば「来る者拒ま
ず」の精神がある。誰かがつくりあげたものでは
なく、地域外の人びとに教えることについて、世
代間の軋轢があったわけでもない。ごく自然に保
存会の中でできあがっていた考えだ。それは、自
分たちの芸能の素晴らしさをたくさんの人に感じ
取ってほしいとの思いの表れでもある。
　ただ、同じ芸能であっても一人ひとりの舞い方
に、個性として少しずつ違いが出てくるのも事実
である。そのため、保存会の指導者が教える際、
基本的な部分は同じでも、細かいところで違いが
出てくる。小本地区の外で中野七頭舞に取り組む
人びとにとっては、保存会ひとりひとりの舞い方
の「個性」という違いに悩まされることもあるよ
うだ。本調査の回答でも、「同じ踊りでも教えて
くださる人によって様々」（30 代、女性）、「上手
に踊るための感覚は教えてもらってもわからなく
て、いつか降ってくるだろうと待つしかないこと。
保存会の方々から教わる踊りが決して同じでない
こと」（30 代、男性）などの悩みも寄せられた。
地域外で中野七頭舞に取り組む人びとからは、「同
じ舞いなのに保存会と私たちの舞いではやはりど
こか違う」という声を耳にする。
　一方、保存会のメンバーは、「舞いに正解はない」
とよく発言する。ひとつひとつがきっちり揃った
機械的な舞いではなく、個人がしっかり踊れるこ
とを前提とした上で、その個性がひとりひとり集
まり、全員で演舞したときにこそ、中野七頭舞の
奥深さが感じられる、と考えているようである。
講習会に通い、深い部分を知れば知るほど、受講
者たちはそのようなことに気づき、そしてそれを
自らの団体やサークルに持ち帰り、伝えている。
　これとは対称的に、中野七頭舞に対して熱心に
取り組む人びとの中には、「地元の人間」ではな
い自分たちが、保存会と一緒に出演することは、
果たして本当にいいことなのだろうかと苦悩して
いる一面がある。
　たとえば、近年、「北上みちのく芸能まつり」
などの大きなイベントでは、北海道や首都圏など
から、小本地区の中野七頭舞保存会以外の人びと
が一緒に出演するようになっている。近年は動画
サイトの普及により、誰もがインターネットを通
じて中野七頭舞が見られる環境ができあがってい
る。これに対して、「地元でない人間（力量も大
したことない）なのに、地元の人と間違えられて、
『これが本物の七頭舞だ』と思われてしまうこと。
YouTube の普及により、それが全世界に広まっ
てしまうこと」（30 代、男性）を悩みに挙げてい
る回答者もいた。
　こうした人びとは、地域外の人間である自分た
ちが一緒に出演することによって、保存会の出番
を狭めてしまっているのではないかとも考えてい
るようである。中には、いかに舞いやお囃子をかっ
こよく見せようかという面だけに気持ちが向いて
いる人がいるのも事実だという。だからこそ、回
答者には「保存会でもない私が踊ることで、保存
会に迷惑をかけるのだけは避けないといけないと
思っています」（40 代、男性）、「小本以外の地で
中野七頭舞が広がっていくことについては常に真
伨に、緊張感をもって、目をみはっていないとい
けないと思っています」（30 代、女性）といった、
慎重な意見が多くみられた。
　とくに、後述するように、東日本大震災は、地
元（小本地区や保存会）があって自分たちが中野
七頭舞に取り組めるということを再認識する機会
であった。そのような人びとにとっては、小本地
区の復興あっての中野七頭舞だということが共通
認識にならないことが悩みだという。
（5）中野七頭舞によって広がる「縁」
　首都圏で中野七頭舞に取り組む人びとにとっ
て、「中野七頭舞が踊れる、またはお囃子ができる」
という共通点があれば、初対面の人でも一緒に演
舞することができ、つながることができる。中野
七頭舞を続けることによって、人の輪がどんどん
と広がっていく点も、ひとつの魅力なのかもしれ
ない。現に、本調査では、中野七頭舞を通してさ
まざまな人に出会えること、次々に出会う仲間が
皆いい人たちであることを、ほとんどの回答者が
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挙げている。「仕事や生活が行き詰った時にも、
戻れる場所に七頭舞がなっていること」（30 代、
女性）というほどに、中野七頭舞が、心の支えに
なっている人もいるのである。
　首都圏などで踊る人びとにとって、中野七頭舞
に取り組むことは、世代や居住地、勤務先が異なっ
ていても、皆がひとつの場所に集い、出会うこと
によって、コミュニティを創造する役割を果たし
ていることが示唆された。それらはすべて、中野
七頭舞に取り組んでいなければ、決して出会うこ
とのなかった人とのつながりであり、中野七頭舞
がもたらした「縁」といってもいいのかもしれない。
　郷土芸能は人によってつくられるものであり、
中野七頭舞の事例では、それを支える人びとの人
柄や郷土愛が、地域を越えた魅力として認知され
ていることが明らかになった。
5．  中野七頭舞を支える多様な担い手の成立
要因
　前節では、一地域の芸能が、地域コミュニティ
の中で閉ざされることなく、さまざまな地域に居
住する人びとによって担われていることが、中野
七頭舞の特徴であることが明らかになった。本章
では、中野七頭舞がなぜ地域を越えたネットワー
クを構築できるようになったのかを、現状把握と
ともに、考察する。
5-1．多様な担い手
　まず、中野七頭舞は、多様な担い手によって構
成されているという特徴がある。表 1 は、2009
年 5 月の「龍泉洞まつり」から 2012 年 10 月の「お
もと青空市」まで、中野七頭舞保存会が公演を行っ
た主要なイベントのメンバー構成表である7）。
　ここから、中野七頭舞が多様な担い手によって
支えられているとともに、公演ごとに「自在に」
メンバー構成を変えていることがわかる。岩泉町
内の催しである「龍泉洞まつり」や「おもと青空
市」では、小本地区あるいは県内に居住する保存
会メンバーが多い。一方、比較的大きなイベント
であった「北上みちのく芸能まつり」や「東北六
魂祭」では、県外の中野七頭舞愛好者が多く参加
し、出演人数も増えている。
　こうした多様な担い手構成は、中野七頭舞保存
会自らが核となりながら、地域を越えたつながり
を尊重し、一地域内で「閉じない」運営を続けて
きたための結果と解釈できる。そして、岩手県内
に居住する人びとだけでなく、県外からも多くの
人びとが、中野七頭舞に関わることを自ら選択し、
集っている。
5-2．保存会運営の工夫
　なぜ、中野七頭舞は地域を越えたつながりを尊
重し、集う人びとの関係を小本地区のみに留める
ことなく、地域外に向けて「閉じない」運営を続
けているのだろうか。また、それは、当事者たち
のどのような工夫によって、可能になってきたの
だろうか。
（1）小本小学校への指導
　1978 年、小本小学校が中野七頭舞に取り組む
ことが決まった頃、様々な地域感情があった8）。
小本集落には「小本さんさ」があり、中野集落に
は「中野七頭舞」が伝承されている。小本には小
本さんさがあるのに、中野の芸能をなぜ小本で踊
るのか、といったような違和感などが、住民か
ら学校へと寄せられていた。しかし、そのような
話は、当時、保存会メンバーにはあえて伝えられ
なかった9）。小本小学校で中野七頭舞に取り組む
きっかけを作った学校関係者が、そのような意見
を受け止めていた。
　その後、初めての七頭舞発表会を無事に終え、
子どもたちが舞う中野七頭舞を見て地域の人びと
は涙を流し、次第にそのような地域感情はなく
なっていったという。数年が経過し、わだかまり
がなくなったと判断されて初めて、学校関係者は
そうした意見があったことを、保存会メンバーに
打ち明けたのである。
　保存会は当初、子どもたちには芸能は難しくて
できないだろうと思い、簡単な部分だけを指導す
る予定であった。しかし、子どもたちの能力の予
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表 1　中野七頭舞保存会の公演メンバー表
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想以上の高さに、道具取りを除き、すべての舞い
を教え込んだ。しかも、子どもたちはすぐに習得
し、忘れない。子どもたちのすごさを感じたと
A氏はいう10）。指導は 1978 年から現在まで続く。
小本小学校では担当教員が変わったり、保存会メ
ンバーも仕事が忙しくなったりと大変なことも
あったが、困難を乗り越えてきた。それができた
のは、上級生が中野七頭舞を踊っている姿を見て、
掃除中にほうきを持って見よう見まねで踊ってい
る下級生の姿があったからだった。「ここで自分
たちがやめてしまえば、子どもたちの夢をつぶし
てしまうことになる」―保存会メンバーはこの
ように思っていた。
　学校の指導では、保存会と学校とが良好な関係
をつくっていくことは必要不可欠である。小本小
学校では、赴任して間もない教員は、七頭舞発表
会担当の副主任を経験し、その後、主任となり活
動するように、担当者を引き継ぎながら運営され
ている。また、保存会メンバーが仕事を休める日
に練習時間を合わせるなど、学校と保存会が、お
互いの要望を聞き入れる体制を整えている。しか
し現在では、授業時間の確保がより厳格になり、
指導できる日数が少なくなった上に、東日本大震
災により、一時的に大牛内分校の小さな体育館を、
各集落の芸能が時間を分け合って練習しており、
これまで以上に練習時間の確保が難しい状況にあ
る。中野七頭舞は、中野集落にある「中野交流館」
で、夜に練習会を開くなどして、指導時間を確保
しているのが現状である。
（2）地域外の人びとへの講習と保存会への巻き込み
　中野七頭舞保存会が地域外の人びとに舞いを指
導したのは、1981 年、東京民族舞踊教育研究会
に対する「講習」が最初であった。当時、保存会
メンバーは、東京の人びとが古い芸能に関心を
持っていることが信じられなかったという（岩泉
民間伝承研究会，1985：14）。現在の保存会の中
心メンバーである E氏やA氏によれば、地域外
の人びとに郷土芸能を教えることに関して、保存
会の中では特に大きな問題として捉えられたこと
はなく、ごく自然な流れで指導するようになった
という。
　公演の際に、地域外から愛好者が訪れる場合に
は、「衣装を持ってくるように」「一緒に踊ろう」
と積極的に声をかける。しかし、全員が保存会と
一緒に演舞できるわけではない。保存会、特に中
心メンバーは、講習を通じて、一人ひとりの力量
を継続的に観察し、一緒に演舞できるかどうかを
判断している。ただし、舞いやお囃子の技術だけ
では判断することはない。中野七頭舞に対する気
持ち、仲間とつきあう心意気など、技術だけでな
く「人」を見て判断するのだという11）。保存会と
共に演舞することが、その人の演者としてのレベ
ル向上につながると判断したとき、保存会と一緒
に演舞する場を与えるのである。
　ただし、保存会としての舞いやお囃子のレベル
を維持するため、保存会との共演の敷居の高さを
下げないということは厳格に守られている。そも
そも、ある程度の水準に達していなければ、保存
会と一緒に演舞することはできず、また、「簡単
に保存会と一緒に演舞することはできない」とい
う雰囲気をつくり出す努力がなされている。
　他の郷土芸能の多くがそうであるように、保存
会と共に演舞できるレベルの「線引き」を持って
いるのである。この点は、保存会の運営に関する
工夫として、地域外の人びとに対して「閉じない」
運営をしながら、保存会としての舞いやお囃子の
水準を保つことにつながっている。舞いの「真正
性」を守る努力のひとつといえるだろう。
5-2．小本地区に戻る人びと、集まる人びと
　前項で述べた、地元の児童・生徒への継続的な
指導と、地域外の人びとへの講習を通じて、保存
会は、メンバーや公演参加者を持続的に確保し続
けている。それは、中野七頭舞に触れ、その魅力
に惹かれた結果、「中野七頭舞のために地域へ集
う」人びとによって支えられている。
　進学や就職などで、いったん小本地区を離れた
としても、中野七頭舞のために地域へ戻ってくる
保存会メンバーは多い。時間や費用がかかったと
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しても、貴重な休日であったとしても、保存会と
して活動することに誇りを持ち、一人ひとりが演
舞することに楽しさを感じ、自らが選択して地域
へ戻ってくる。このように地域へ戻ってくる保存
会メンバーは、全員が、小本小学校の取り組みを
通じて、中野七頭舞を学んできた人びとである。
　一方で、地域外で中野七頭舞に取り組む人びと
は、ほとんどが保存会が関与した講習会を通して、
舞いやお囃子を習得した人びとである。先に述べ
た「一の会」の場合には、所属メンバーの多くは、
「一の会」に加えて、別の中野七頭舞に取り組む
サークルや団体に所属しており、練習会や公演の
際には首都圏の各地からメンバーが集まり、会の
活動が成り立っている。一人ひとりが、さまざま
な人や団体との立体的なネットワークをもちなが
ら、実に主体的に中野七頭舞に関わっているので
ある。このような人びとが、「保存会と一緒に演
舞したい」「保存会の舞いが見たい」という思い
に駆られ、小本地区や岩手県へ集っている。
　これら多様な担い手たちに共通しているのは、
中野七頭舞に触れ、その魅力に惹かれ続けている
ということ、また、誰に頼まれたわけでもなく、
自らが選択して地域へ戻り、集っているというこ
とである。
　保存会中心メンバーの E氏は、このように中
野七頭舞のために地域へ集う人びとに、頼もしさ
や嬉しさを感じているという12）。筆者もその一員
として、なぜ小本地区出身者が中野七頭舞のため
に地域へ戻るのか、考察してみよう。母親のお腹
の中にいる頃からお囃子の音を聴き、生まれてか
らは、自分が踊らずとも、見て、聴いて、知らず
知らずのうちに自らの内に中野七頭舞が刻み込ま
れている。さまざまな公演や講習会を通して、一
人ひとりがそのようなことを感じているためでは
ないだろうか。
5-3．地域や世代を越えた中野七頭舞のあり方
　本節で展開した議論をまとめると、中野七頭舞
の多様な担い手の構成は、図 2のように図式化で
きる。
　核となる小本地区在住の保存会メンバーに伝承
が限られた場合、中野七頭舞の伝承は、細々とし
たものとなり、岩手県沿岸部の小さな集落である
小本地区の人口減少とともに、伝承が途絶えるリ
スクを抱えていたかもしれない。
　しかし小本地区を離れ、他地域に居住している
保存会メンバーや、地域外で中野七頭舞に関心を
寄せる人びとに働きかけることによって、重層的
な担い手集団を形成していることが明らかになっ
た。それは、小本地区在住の保存会メンバーだけ
でなく、他地域に転出した出身者や、地域外で中
野七頭舞に取り組む人びとを育成するシステム
を、保存会活動の中に巧みに組み込んできたこと
によって成立している。
　また、小本地区在住の保存会メンバーと、他地
域に居住している保存会メンバー（出身者）は、
自在に移動が可能である点も見逃せない。小本地
区出身で、小本地区で育ったという点において、
両者は共通しており、どちらも小本小学校の伝承
教育システムを経験している。このような経験を
共有している保存会メンバーと、地域外で中野七
頭舞に取り組む人びととの間には、5-1 で述べた
ような「線引き」が機能しており、舞いの真正性
を守る工夫もここにある。
　そのような「線引き」があるこそすれ、中野七
頭舞に関わる人びとは、人とのつながりや出会い
をとても大切にしている。中野七頭舞という、一
地域の芸能をひとつの手段として、舞いやお囃子
以上に、そのつながりに一人ひとりが誇りを持っ
ている。保存会結成から今日まで、さまざまな人
図 2　中野七頭舞を通してつながる人々の構造
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との出会いがなければ、現在の中野七頭舞はな
かったといっても過言ではない。B氏（元小本小
学校教員）との出会い、「北上みちのく芸能まつり」
への出演、小本小学校への指導、D氏や東京民族
舞踊教育研究会との出会いなど、これらのどれひ
とつが欠けても、現在の中野七頭舞の形はつくら
れなかっただろう。
　中野七頭舞は、地域や世代を越えて、重層的・
立体的に継続され、成り立っている郷土芸能であ
る。多様性を排除しないそのあり方は、これまで
のさまざまな経験や要素を結び合わせ、つながり、
できあがった「ネットワーク型」の郷土芸能とい
えるのではないだろうか。
　ここまでの考察から、現在の中野七頭舞を可能
にしている諸要因の関連は、図 3のように表すこ
とができる。
6．  東日本大震災に直面した小本地区と中野
七頭舞
6-1．小本地区の被災状況
　東日本大震災は、三陸沿岸に甚大な被害を与え、
小本地区も例外ではなかった。2011年 3月 11日、
岩泉町では震度 4を記録し、地震から約 45 分後、
小本地区を巨大津波が襲った。津波は防潮林をな
ぎ倒し、水門を越え、小本、中野、茂師、小成の
4 集落に流れ込んだ。小本で 20.4 m、茂師では
24.6 mの津波を観測した（都司他，2011）。全壊
した家屋は 177、大規模半壊、半壊、一部損壊は
合わせて 31 である。住居以外を含むと 387 棟が
被災し、被害額は約 4億 8000 万円であった（岩
泉町発表、2012 年 1 月 17 日時点）。
　小本小学校、小本中学校は、共に津波により浸
水、損壊被害があり、小本小学校は岩泉小学校の
空き教室を仮校舎に、小本中学校は岩泉中学校の
空き教室を仮校舎として授業を再開した。2013
年 1 月には、小本小学校大牛内分校敷地内に、小
本小学校と小本中学校の応急仮設校舎が完成した。
6-2．震災後の小本地区における中野七頭舞
　中野七頭舞保存会では、命を亡くしたメンバー
はいなかったものの、津波により家が流失してし
まった人がいる。被災者は、個人で所有していた
装束も失ってしまった。保存会で所有する装束・
道具などは、津波の被害に遭わなかった。
　そのような状況の中、中野七頭舞を通して築い
てきた縁が、支援の「ネットワーク」として機能
し、小本地区の人びとや保存会への支援へとつな
がった。
　震災発生からしばらくの間、岩泉町を含め岩手
県では、メールや電話などの連絡手段が機能しな
かった。そこで、首都圏で中野七頭舞に取り組む
団体が中心となって、保存会メンバー、関係者の
安否確認が行われた。保存会メンバーから集まっ
た情報を、首都圏で集約し、再び保存会メンバー
に還元するといった流れで、首都圏の人びとが保
存会のために必死に行動を起こしていた。それは
まさに、自らの親類縁者の安否を確認するかのよ
うに行われた。大震災に際し、首都圏の人びとが
小本地区や保存会のことを思い、中野七頭舞を通
して広がっていった地域を越えたネットワーク
が、大きな支援につながったのである。
　震災から程なくして、首都圏では、チャリティー
イベントで首都圏の団体が中野七頭舞を披露し、
小本地区への義援金を呼びかけた他、「一の会」が、
「中野七頭舞復興支援Tシャツ」を販売し、その
売上を保存会に寄付する活動を行った。Tシャツ
には、背中に「かけ声大きく　目線は上に　踊り
続けます　中野七頭舞」という文字が書かれてい
る（写真 4）。これは、これまでの保存会からの
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図3　現在の中野七頭舞を可能にする諸要因の関係
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指導の中で、幾度となく出てきた言葉だという。
この言葉と気持ちを忘れずに、踊り続けることに
よって復興支援の気持ちを届けようという意味が
込められている13）。
　震災後、岩泉町や岩手県宛ての義援金とは別に、
中野七頭舞保存会宛てに、多くの支援者から義援
金が集まった。そのほとんどが、これまで中野七
頭舞を学びに、熱心に小本地区へ足を運んでいた
人びとであった。装束を失ったメンバーは、新た
な装束を手に入れることができ、公演に出かける
ことができている。保存会は、全国から集まった
志のうち 200 万円を、岩泉町へ寄付した。また、
津波によってすべてを流されてしまった小本地区
の商店街を構成していた各店舗が、三陸鉄道小本
駅の西側にオープンさせた共同仮設店舗の幟は、
保存会からの寄付で設置されたものである。現保
存会会長の E氏は、全国から支援を寄せた中野
七頭舞愛好者へのお礼とメッセージを、雑誌『と
りら』に寄せた。
「岩泉町小本の被害は大きな町の数字と比べれ
ばたいしたことないように思われがちですが、
中心となる地域がごっそり流されています。割
合からいえば決して小さい被害ではない。（中
略）震災を受けて皆さんに心配をおかけして支
援をたくさん頂きました。本当に嬉しく思いま
す。今、すごい数の依頼をもらっていて、なる
べく応えていかなければと思っていますが、全
部は無理な状態です。今の状況を理解して頂い
て気長に応援よろしくお願いします」。14）
　東日本大震災後、中野七頭舞保存会は、三陸沿
岸地域だけでなく、県外での復興祈念イベントに
招かれ、公演を行うことが増えている。先に示し
た図 3 では、2012 年には、小本地区を含めた岩
泉町内で演舞した回数よりも、県内あるいは県外
での公演が多くなっている。それほど、震災後に
復興祈念イベントなどを通して地域外へ足を運
び、郷土芸能を披露する機会が増えており、また、
そのような機会が多く作られているということで
ある。
6-3．震災後の中野白山神社例大祭
　現在の中野七頭舞保存会が結成されるきっかけ
となった、中野白山神社例大祭は、毎年 5月に開
催される。震災直後の 2011 年 5 月の例大祭では、
中野七頭舞が演舞されることはなく、白山神社に
御神酒を奉納するのみであった。保存会が結成さ
れてから、例大祭で中野七頭舞が演舞されなかっ
たのは初めてのことだった。被災住民は、仮設住
宅への入居も実現しておらず、避難所となってい
る町内のホテルで生活する人びとが多く、まだま
だ、郷土芸能を演舞するという雰囲気には程遠い
状態であった。
　地区の「復興元年」と位置づけられた 2012 年
5 月 3 日の中野白山神社例大祭では、小本地区の
さまざまな集落を、中野七頭舞が演舞、練り歩く
ことが決まった。これまでの例大祭では、あく
まで中野集落の祭ということから、主に中野集落
でのみ中野七頭舞が演舞されていたが、被害の大
きかった小本集落や、仮設住宅などでも演舞され
ることになった。しかし、当日は悪天候のため、
演舞回数や場所の変更を余儀なくされ、中野交流
館や地元の介護施設など屋内で演舞を行った。例
大祭では、小本小学校での指導が軌道に乗った
1980 年以降、主に小学生（人数が不足している
場合に中学生）が中心となって中野七頭舞を奉納
してきたが、この年の例大祭は、保存会、首都圏
で取り組む団体、愛好者など、中野七頭舞を愛す
る全員が参加して、演舞が行われた。
　中野白山神社では、初めに神楽祝詞が奉仕され、
その後、神社の境内で中野七頭舞が奉納された。
写真 4　中野七頭舞復興支援Ｔシャツ
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小本集落では、雨天のため小本生活改善センター
での演舞となった。次いで、介護施設での公演、
最後には中野交流館において演舞を行った。これ
らの演舞の前には「門打ち」を行い、集落の人び
とを呼び寄せる。最後の演舞では、保存会、愛護
少年団、県外の支援団体、仕事を終えて駆けつけ
た保存会メンバーが一同に総出で、地元住民に披
露した。
　装束を身にまとっている保存会メンバー、中野
七頭舞の法被を羽織り運営の支援にあたる人、仕
事着の人、私服の人―住む場所も違えば、育っ
た場所も違う人びとであった。しかし、5月 3 日
の中野交流館では、中野七頭舞を中心に、それぞ
れの人びとが確かにつながっていた。
7．  地域における郷土芸能の役割と今後の
 可能性
　これまで見てきた中野七頭舞の郷土芸能として
のありようは、小本地区における地域コミュニ
ティの形成や維持にどのように寄与しているのだ
ろうか。
　まず、中野七頭舞を通して明らかになったのは、
郷土芸能を通して人びとが地域に集い、郷土芸能
のために地域へ戻るという潜在的機能があるとい
うことである。小本地区を離れた人びとは、郷土
とのつながりや縁を絶っているわけではなく、む
しろ中野七頭舞をきっかけに、機会あるごとに小
本地区へ戻っている。それは山下（2012）が、高
齢化の進展と人口減少をきっかけに、やがて共同
生活に支障を来たすようになり、集落が消滅の危
機に直面するといったステレオタイプな限界集落
論に対抗して提示した、「通う長男たち」の事例
と親和性をもつ。農業のために集落へ戻る人び
と、まちを離れても集落の共同作業に顔を出す人
びと、現在はまちの外に出ながらも将来は集落へ
戻ろうと考える人びとと同様に、中野七頭舞のた
めに集落へ戻る、通うという人びとが存在してい
るということである。
　集落の中でこのようなきっかけ要因が多様に存
在することにより、少子高齢化の中で、集落の存
続や機能維持の可能性が高まっていくのだろう。
　中野七頭舞は、一地域の郷土芸能であるが、さ
まざまな地域、人びととのつながりを持った「立
体的なネットワーク」を持ち続けている。そのネッ
トワークは日常的に機能しているのはもちろんだ
が、東日本大震災のような危機の際にも機能する
ネットワークだということが明らかになった。そ
のような地域を越えた人びとのつながり、そして
保存会だけでなく、地域外で中野七頭舞に取り組
んでいる者同士がネットワークを保ち続けている
のは、1976 年の保存会結成以降、保存会の想い
や今後を考えるビジョンが一貫し続けていたため
ではないだろうか。
　1989 年当時、2 代目会長を務めていたA氏の
証言と、2007 年当時、3 代目会長を務める E氏
の証言を比較してみよう。
1989 年、A氏は岩手日報の取材に対して
「中野七頭舞を通じて、伝承に取り組んでくれ
る子どもたちに古里の良い思い出を残してあげ
たい」15）
と語る。
また、2007 年、読売新聞の取材に対してE氏は
「ふるさとを思う心を忘れるなと呼びかけてい
る。太鼓の音を聞いたら小本のことを思い出し
てほしい。そしてたくさんの人に『地域の宝』
を見てほしい」16）
と語っている。
　この 2つの証言に共通しているのは、中野七頭
舞を通して「地域の子どもたちにふるさとを思う
心の大切さを伝えていきたい」ということである。
そしてA氏や E氏は、「小本を離れても、七頭舞
のお囃子の音を聴いたときには、家族や地元のこ
とを思い出してほしい」と語る。これまで中野七
頭舞を多くの人びとに伝え、そして小本地区だけ
でなく地域外の人びとにも指導してきたのは、地
域の宝を多くの人びとに伝えていきたいというこ
とに加え、中野七頭舞を通じて、ふるさとの良さ
を未来を担う子どもたちに伝えていきたいという
思いがあったためであろう。
　実際に、中高生たちは公演でさまざまな地域を
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訪れ、多くの経験をすることができる。さらに中
高生たちは、他地域から中野七頭舞を学びに訪れ
た人びとに対して教える難しさを実感する。この
ような経験を積みながら、小本地区を離れたとし
ても、中野七頭舞の音色を聴くことによって故郷
を思い、懐かしむ機会を保存会が作っていこうと
している。そして、積み上げてきた中野七頭舞の
つながりが、東日本大震災という地区の大きな危
機に際し、郷土芸能を守るということだけでなく、
小本地区に対しての全国からの支援へとつながっ
た。
　長い歴史に育まれた郷土芸能には、その土地の
生活に根ざし、喜びや悲しみ、感謝の気持ちが表
現されている。郷土で伝承され、受け継がれてき
たものは地域の財産であり、中野七頭舞もそのひ
とつである。しかし、郷土芸能を伝承するために
は、小本地区で育った人間が、地域の核となって
中野七頭舞を続けていけるような環境づくりを、
現状に満足せず続けていかなければならない。小
本地区の環境を感じてきた人びとによって受け継
がれる核があり、はじめて「郷土芸能」と呼べる。
そのためには小本地区から通える範囲の地域に雇
用が豊富にあることが、今後の重要な課題になっ
てくるだろう。
　郷土芸能は、集落や地域が苦しく大変な時期に
も、力を合わせて継続されてきた。現保存会会長
の E氏は、テレビ番組取材に対して、以下のよ
うに想いを語っている。
「郷土芸能というのは、生活や地域が苦しいと
きにみんなで奮起して頑張ろうというひとつに
なるための踊りじゃないかと思うんですよ。こ
ういう時だからこそ踊らなきゃならないと思っ
ています」17）。
　小本地区では、飢饉や不作に陥ったときには、
中野七頭舞によって集落の人びとを励まし、豊作
のときにはその喜びを皆で分かち合ってきた。東
日本大震災により甚大な被害を受け、危機に瀕し
ながら、小本地区には常に中野七頭舞があり、地
域が苦しいときに頑張ろうという意気込みと祈り
を込めて踊られてきた。
　本稿では、郷土芸能があることにより人びとが
地域へ戻る、集う実態があること、それにより地
域コミュニティを維持する機能を持ち合わせてい
ることが明らかになった。また、中野七頭舞は、
さまざまな地域や世代を越えて、重層的・立体的
に継続され成り立っている「ネットワーク型」の
郷土芸能といえることも明らかになった。
　岩泉町小本地区中野集落には、中野七頭舞が伝
承される。このことによって、今後も人びとが集
い、さまざまな交流を生み、小本地区のコミュニ
ティが存続されていくのではないだろうか。いつ
の日か、本当の地域の喜びを表した中野七頭舞が
また小本地区で演舞されることを願い、今後も地
域を思う心を大切にした人びとが育っていくこと
を期待したい。そしてそこには、復興への足音が
近付いていると信じている。
【注】
1 ） 2012 年 12 月 23 日、中野七頭舞保存会・A氏へのヒ
アリングによる。
2） 他の七ツ舞の場合は高学年が低学年を指導する他、保
存会からの指導を受ける。
3） 2012 年 12 月 23 日、中野七頭舞保存会・E氏へのヒ
アリングによる。
4） 『岩手日報』1986 年 5 月 27 日。
5） 本調査で得た情報によれば、「柏木踊る会」「東京民舞
研」「葛飾民舞」「足立民舞」「松戸踊る会」「きんたの会」
「チャッパーズ」「一の会」「中野中野七頭舞を踊る会」
「らっきー 7」「てんてこまいまい」「ダガスコ」「座間
民舞」の 13 団体があるとされる。
6） 2012 年 11 月 3 日、F氏へのヒアリングによる。
7） 当時の映像資料を元に筆者が作成した。
8） 当時、小本地区では、小本集落に「小本さんさ」が伝
承され、中野集落には「中野七頭舞」が伝承されてい
た。基本的にその集落に居住する者がその集落の芸能
を伝承していたため、小本集落の児童が中野七頭舞に
取り組むことに関して何らかの抵抗を持つ住民もいた。
9） 前掲注 1）3）
10） 前掲注 1）
11） 前掲注 3）
12） 前掲注 3）
13） http：//www.ab.auone-net.jp/~minbuken/pdf/7zu
maishien.pdf（2012 年 12 月 21 日取得）
14） ふるさと岩手の芸能とくらし研究会，『とりら』第 6
号：65 ページ。
15） 『岩手日報』1989 年 10 月 15 日。
16） 『読売新聞』2007 年 9 月 17 日。
17） 2012 年 11 月 15 日、NHK「きらり！えん旅」におけ
るE氏の発言。
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The Role and Potentiality of Folk Performance Arts 
in Local Communities: The Case of Nakano Nanazumai Dance 
in Iwaizumi Town, Iwate Prefecture
Miyuki  Abe
Abstract       Activities related to folk performance arts have been identiﬁ ed as an important factor for 
local-community reconstruction in the wake of the  Great East Japan Earthquake.  This paper 
focuses on Nakano Nanazumai ― a traditional form of local dance that has been handed down 
throughout generations in the Omoto area of Iwaizumi Town in Iwate Prefecture.  The Nakano 
Nanazumai Preservation Society was established in 1976 to foster the development of young 
successors at Omoto Elementary School between their day-to-day activities in various locations, 
and counts many graduates of the school among its members.  Some have left home for college 
and employment, but often come back to participate in related activities.  The Society also trains 
teachers and Nakano Nanazumai enthusiasts who live in places outside Iwate Prefecture such 
as the Tokyo metropolitan area.  Today, Nakano Nanazumai is practiced at many schools and 
folk performance arts clubs in various regions.  Thanks to the resulting cross-regional networks 
made up of various leaders and performers, people in the Omoto area received immediate 
assistance in the aftermath of the Great East Japan Earthquake.
Key words       Folk performance arts, Nakano Nanazumai Dance, The Great East Japan Earthquake, Suc-
cessors, Cross-regional networks
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